
令 和 ６ 年 ３ 月 １ ４ 日
御殿場市危機管理補佐監

【令和５年度御殿場市防災リーダー等ステップアップ研修】

【令和３年度モデル区訓練『富士山噴火避難訓練』・印野小学校校庭より撮影】



主 要 略 歴

御殿場市役所 危機管理補佐監

杉 本 嘉 章（すぎもと よしあき） （Ｓ３６（1961）．５．１２生 ６３才）

◆ プロフィール

静岡県御殿場市出身（神山小・富士岡中・神奈川県立湘南高校・日本大学（文理学部））

昭和５２年 陸上自衛隊少年工科学校入校
平成 ５年 第６戦車大隊第２中隊長（宮城） 平成７年 (株)アサヒビール研修

平成１４年 第１２偵察隊長（群馬） ※新潟県中越地震（H１６）

平成１７年 イラク復興業務支援隊作戦幕僚（サマワ） 平成１８年 統合幕僚学校学生（東京）

平成１９年 新潟県中越沖地震現地調整連絡幹部(新潟） ※新潟県中越沖地震（Ｈ１９）

平成２０年 第７１戦車連隊長（北海道）※ 有珠山地域担当（Ｈ２０）、北海道胆振東部地震（Ｈ３０）

平成２２年 自衛隊高知地方協力本部長（高知） ※東日本大震災（Ｈ２３）

平成２４年 陸上自衛隊幹部学校主任教官（東京）
平成２５年 東部方面総監部総務部長(東京）※伊豆大島豪雨災害（H25）、御嶽山噴火（H26）

平成２７年 西部方面混成団長 兼 相浦駐屯地司令（長崎） ※熊本地震（Ｈ２８）

平成２９年 陸将補 早期退職

平成２９年４月 御殿場市役所入庁 危機管理課長 平成３０年 危機管理監（部長級）

令和 ４年４月 現 職 ※令和元年台風１９号（Ｒ１）、熱海市伊豆山土石流災害（Ｒ３）

平成１７年 東京都北区立岩淵小学校ＰＴＡ会長 平成１９年東京都立飛鳥高校PTA副会長

平成２４年 高知県観光特使 平成２９年 長崎県観光特使 御殿場市国際交流協会会員

令和 元年 市民大学・シニア大学・御殿場看護学校講師(災害・国際看護学）、各種セミナ－講師

令和 ６年 台湾全国防災教育従事者ステップアップ対策国際実務研修講師 2



① 少年工科学校(S52)

⑤ 第６戦車大隊(S62)

③ 第１戦車大隊(S56)

⑬ 統合幕僚学校一般課程(H17)

④ 幹部候補生学校(S61)

②⑦ 富士学校(H8)

⑧⑩⑫ 陸上幕僚監部(H10、H15)

⑪ イラク復興業務支援隊(H17.1～7)

◆ 主要勤務歴・勤務地

⑥ 幹部学校指揮幕僚課程(H6)

⑰ 幹部学校主任教官(H24)

⑱ 東部方面総監部総務部長(H25)

⑮ 第７１戦車連隊長(H20)

⑭ 第１２旅団司令部(H18)

⑨ 第１２偵察隊(H14)

短期国外訓練・研修

米国・中国・韓国⑯ 自衛隊高知地方協力本部(H22）

⑲ 西部方面混成団長（Ｈ２７）
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☀台湾全国防災教育者国際実務研修（R6）

◉雲南市



台湾全国防災教育従事者ステップアップ対策国際実務研修：於 新北市

令和6年5月23日（木）～24日（金）台湾政府教育部（＝文部科学省）の招へいにより「台湾全国防災教育従事者ステップアップ国際実務
研修」に参加した。台湾全土の小中学校校長約100名の他、政府教育部、県市行政防災担当者約200名が参加し、防災教育に関する研修グル
ープ発表（参加者全員が東日本大震災被災地：大川小学校を研修）及び講演（東大：小田教授、京大：中北教授、御殿場市：杉本補佐監）が
行われ、学校防災教育と地域が連携した防災訓練要領、災害発生時の小中学校長としての状況判断と対応などについて真剣な議論がなされた。
『御殿場市の火山災害に対する取組みを通じて防災教育について考える！』と題し、御殿場市の防災教育の状況などについて講演を行った。
また、研修２日目は台北市全域に生活用水と電力を供給する翡翠ダム及び経済省（電力部）災害対策本部運営要領について研修した。
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地図を観ると災害が見えてくる！
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地を知り、危険を知り、我を知る

～静的地形・動的気象～

地形×気象＝災害

災害×人・物×時間×運＝被害

⇒ いかに被害を防止・軽減するか

事前研究・情 報・即 応

災害から大切な命を守る！
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御殿場の災害上の特性
富士山火山ハザードマップの概要

本日の講話のポイント

富士山火山避難基本計画の概要
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本日の講話のポイント
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大切な命と暮らしを守る・繋ぐ！

大切な命と暮らし



説 明 項 目

Ⅰ 御殿場市の災害「特性と対応」

Ⅱ 富士山火山防災マップの概要

Ⅲ 富士山火山避難計画の概要
（分水嶺に着目した御殿場市の避難の考え方）

（南西からの風雨に弱い地形・分水嶺による影響）
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御殿場市の災害上の特性

①南西からの風雨に弱い地形

②分水嶺（小高い尾根）による影響
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霊峰富士の裾野に広がる御殿場市
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三国山～不老山

富士山

愛鷹山

天城山

西からの風雨・雪

東からの風雨

南西からの風雨

風

地形が風向に及ぼす影響
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∴唯一、南西方向からの風雨には弱い

地形が風向に及ぼす影響
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▲天城山

御殿場は大きな影響少なし
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東からの風雨・雪は「天城山・箱根外輪山が守ってくれる！



熱帯低気圧の影響（7/26 09:30）⇒『土砂災害警戒情報』発令

南西からの風雨
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熱海は影響少なし

御殿場は豪風雨
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南西方向からの風雨による影響

南西からの風雨



分水嶺

・滝ヶ原駐屯地
・キャンプ富士

・御殿場Ｉ．
Ｃ

・御殿場駅

・御殿場西中学校

・板妻駐屯地

中畑西
▲６３５

竈区▲４２４

東山▲４５３

▲６７０

北久原区
▲４７３

東山区
▲３４９

滝ヶ原駐屯地▲６７０

▲４５９

▲５０５

御殿場市の地形的特性（その２）
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御殿場市役所

御殿場駅
▲４５０

駿河湾 相模湾

御殿場に降った雨は分水嶺により南北に分かれる



御殿場市の中央部を走る『分水嶺』
（県道23号・御殿場富士公園線）

中 島 川

【桜公園バス停：643.5）】
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【滝ケ原駐屯地東側：分水嶺の形状】



主要地区標高・河川の流れ

沼田

大坂

神山

時之栖

中畑南

北久原

二子

東山

二の岡

小山川
鮎沢川

鮎沢川

地蔵川

相
模
湾

砂沢川

黄瀬川

西川

久保川

黄瀬川

髙内川

駿河湾

分水嶺

神山小▲２９４

中畑西区▲６３５

竈区▲４２４

市役所▲４５９

東山▲４５３

印野小▲５８７

富士岡支所▲３７７

大坂区▲３３７

北久原区▲４７３
上柴怒田▲６８０

▲御殿場市内標高差：約４００ｍ
⇒降雪量に影響（豪雪災害）

滝ヶ原駐屯地▲６７０

降水は『南北に２分』される！
∴一ヶ所に集中しない◎

萩原
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神場区▲４４５

二子区▲３６５

沼田区▲４４０

尾尻区▲２６５

板妻駐屯地▲５０５

駒門駐屯地▲３５０

★時之栖

★テニスコート



分水嶺の上に広がる社会的環境基盤

御殿場の最大の地形的特性『分水嶺』
（県道２３号・滝ケ原街道）

御殿場市の社会的環境基盤（水田と市街地）
20

キリンディスティラリー㈱



相
模
湾鮎沢川

駿河湾

黄瀬川

分水嶺

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
五
十
一
ヶ
所
）

東富士ダム

小山川調整池

御殿場市の地形上の特性

溶岩流の下流に影響！

降雨は分水嶺により南北に分散！

21

21



三国山～不老山

愛鷹山

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
五
十
一
ヶ
所

）

分水嶺

治山治水
東富士ダム

六郎川調整池

鮎沢川

相
模
湾

黄瀬川

駿河湾

西風の道（須山街道）

東風の道（旧２４６号））

合
★東山区
★ 二の岡

★萩蕪区
★沼田区

★中山上区
★二子区
★中山下区

★大坂区
★神山区

★高内区
★尾尻区

１ 活火山・富士山（315年噴火無し）
２ 市内中央部を走る「分水嶺」
３ 箱根山西麓「土砂災害危険区域」
４ 治山治水「東富士ダム・六郎川ダム」
５ 見えない風の道（東風・西風⇒合流）

☆御殿場市の強み・弱み

24km

14km

御殿場市の防災上の特性『ハンドサイン』
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御殿場市の災害対応
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段 階

区 分
予 防

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期

即時対応期 応急対応期 本格対応期 復旧・復興期

（発災当日） （１～３日程度） （３日～１Ｗ） （１Ｗ～数年）

状 況

災 害

対 応

防災教育

防災訓練

防災会議

・

非常時の

備 え

災害対
策本部
の行動

規則整備

本部付班

図上訓練

総合訓練

活 動

内 容

防災訓練

・

待機任務

◆自助（先ずは自分自身で身を守る！）

◆共助（地域の人々がお互いに助け合う！）

★ライフライン（電気・水道・ガス・電話・交通等）寸断 ★火災 ★津波 // 富士山噴火

★地震発生

◆公助（行政を中心とした様々な対応、大規模災害では行政機関も被災）

★前震

震災における災害対策本部の活動

◆市役所職員参集

緊急対策（救命・救出）
応急対策（ライフライン復旧）

復旧・復興対策 （社会基盤の再建）

被害状況の判明／避難所運営

●初動体制確立
●人命の救助

●避難所の開設

●避難所の運営

● 行方不明者捜索

●２次被害防止

●被災者生活支援

●復旧支援等

仮設住宅建設

●ライフラ
インの復旧

●生活再建

●避難所・救護所の設置・運営

①情報活動 ②本部員会議開催（災害応急対策） ③災害広報

★災害対策本部（支部）設置 ④県への報告等
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御殿場市災害対策本部・支部（区）会議



① 教育長
② 企画戦略部長
③ 総務部長
④ 環境市民部長
⑤ 健康福祉部長
⑥ 産業スポーツ部長
⑦ 経済外交戦略監
⑧ 都市建設部長
⑨ 教育部長
⑩ 会計管理者
⑪ 議会事務局長
⑫ 広域行政組合事務局長
⑬ 域行政組合消防長

災害対策本部員

本 部 室

本部員会議

本部長

副本部長

危機管理監

① 本部総括班長（危機管理課長）
② 本部秘書班長（秘書課長）
③ 本部対応班長（企画課長）
④ 本部動員班長（人事班長）
⑤ 本部財務班長（財務課長）
⑥ 本部情報班長（総務課長）
⑦ 本部広報班長（魅力発信班長）
⑧ 本部避難所支援班（未来プ課長）
⑨ 本部 救援物資班（農政課長）

本部室付班

総括班（危機管理課）

⑬ 非常備消防部

⑭ 常備消防部警防本部（御殿場市・小山町広域行政組合消防本部及び消防署）

支部（対策会議）

⑥ 都市建設部

⑦ 会計部

⑧ 教育部

⑨ 議会部

⑩ 広域行政部

⑪ 支 部

意思決定機能

補佐機能

執行機能

御殿場市災害対策本部組織図

① 企画戦略部

② 総務部

③ 環境市民部

④ 健康福祉部

⑤ 産業スポーツ部
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消火活動

救護所の開設

給水・給食支援

ライフライン復旧活動

入浴支援

捜索・救助

物資輸送

主要な災害応急対策

災害対策本部

患者空輸

災害ボランティア本部

避難所の開設
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御殿場市の行政区域（１・６・５９）

二 子

西田中

御殿場

35,259人
42,1％

富士岡
15,919人
19,0％

原里
15,609人
18,6％

玉穂
8,560人
10,2％

印野
1,930人
2,3％

高根
4,431人
5,3％
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御殿場市災害対策本部
（本部長：市長、本部員：副市長・各部長等）

Ｄ日Ｈ時
災害発生

県災害対策本部（東部方面本部）

・同報無線
・ほっとメール
・ＦＭ放送

市役所

５９区災害対策本部（公民館・コミセン）

各区内班・組等
安否確認、被害状況の把握・報告

無線・電話・伝令等
による報告

防災無線・衛星携帯・電話・
伝令等による報告

（メール・ＦＡＸ等含む。）

消防（消防団）・警察・自衛隊
ライフライン・ＦＭ御殿場等

関係機関

・防災情報共有システム（ＦＵＪＩＳＡＮシステム）等

市指定避難所（２８ヶ所）
（福祉避難所（１０ヶ所））

支
部
派
遣
職
員

避
難
所

派
遣
職
員

御殿場支部 富士岡支部 高根支部玉穂支部原里支部 印野支部

中・小学校、保育幼稚園等

災害発生時の情報、指示・報告の流れ（５９・６・１）

「御殿場災害情報」：上りの情報・下りの指示ご苦労（５９・６）重ねて一（１）になる！
のぼ くだ ５ ９ ６ いつ
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防災行政無線システム

御殿場市役所

（遠隔測定装置）
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説 明 項 目

Ⅰ 御殿場市の災害「特性と対応」

Ⅱ 富士山火山防災マップの概要

Ⅲ 富士山火山避難計画の概要
（分水嶺に着目した御殿場市の避難の考え方）

（南西からの風雨に弱い地形・分水嶺による影響）
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1 6 0 5

1 9 2 3🌋

1707：宝永南海地震

1707：宝永噴火

1703：元禄相模地震

1 6 0 5

太平洋プレート

ユーラシアプレート

北米プレート

2 0 1 1

2 0 1 6

1 9 9 5

2004：中越地震

2 0 0 7：中越沖地震

1 8 8 4

大地震と富士山噴火

・相模トラフ沿い地震

・南海トラフ沿い地震

2024：能登半島地震

日本人は古の遠い昔から未来永劫

地震と運命を共にする民族である・・・。

社会学者 清水幾太郎 32



大地震と富士山噴火との関係は？

富士山には『長い噴火の歴史』ありはじめに
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富士山噴火年表と噴火地点

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）

❶延暦噴火

❷貞観噴火

❸宝永噴火

❶

❷

❸
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富士山噴火年表（貞観噴火）

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）
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富士山噴火年表（宝永噴火）

🗻富士山の主な噴火（三大噴火）
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御厨地方の降灰量の分布
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御厨地方の降灰量の分布（１丈：303㎝、１尺：30.3ｃｍ、１寸：3.03ｃｍ）



宝永大噴火の悲劇を乗り越えて

3939

★８０年の時を経て見事に復興

①降灰の覆い尽くされた御厨地方

③追い打ちをかけた『亡所』のお達し
④救世主『伊奈半左衛門忠順』現る！⑤砂除川浚奉行としての手腕を発揮

⑥飢餓に苦しむ村民のため処罰覚悟で

⑦幕府貯蔵米５千俵を救済のため配る！

⑧火山灰と耕作土の『天地返し』を繰り返し

②飢えに苦しむ村民たち



伊奈半左衛門忠順の偉業
ただのぶ



･富士山噴火を想定した火山防災対策を検討
・基礎資料としてハザードマップを作成
・富士山ハザードマップ検討委員会を設置（学識者等で構成）

初めて富士山ハザードマップを作成（平成16年６月）

富士山火山防災協議会

＜内閣府公表＞

・広範囲にわたる火山災害に対して具体的な避難対象地域
等を検討し富士山火山広域避難計画を策定（平成27年3月）

富士山火山防災対策協議会

・富士山ハザードマップ（改定版）検討委員会
・平成３０年７月 委員会設置
・令和３年３月 富士山ハザードマップ改定版報告書（案）取りまとめ
・令和３年３月２６日 協議会開催により、富士山ＨＭ改定を決定

国、県、火山専門家、静岡・山梨県・神奈川県、
周辺市町村など６７の機関で構成

０．１ 『富士山火山防災対策協議会ＨＭ』改定の経緯
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なぜ今、富士山火山避難基本計画か？

富士山観測点◉配置図

◉

マグマ溜り

〈深さ〉
15km

20km

噴火の前兆現象（マグマの活動？）：
低周波地震月別回数：2000年10月～2001年5月
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【令和５年３月末までの取組】

『御殿場市富士山火山避難計画』
（令和６年２月２０日策定）

富士山火山ＨＭ改定・避難基本計画策定に伴う自治体の取組

平成12年10月～13年5月深部における低周波地震が多発

富士山火山避難基本計画（R5.3.29)（新）富士山火山ハザードマップ
（富士山火山防災対策協議会）

◎噴火規模や現象に応じた危険範囲
❶火砕流の流下方向・到達範囲
❷溶岩流の流下方向・到達範囲
❸火山灰の堆積範囲・堆積暑さ
❹火山泥流・融雪型火山泥流の範囲

など示した地図（被害想定図）（令和3年3月26日）

（旧）「富士山火山ハザードマップ」の公表
富士山火山防災協議会（平成16年6月）

「富士山火山広域避難計画」の策定
富士山火山防災協議会（平成27年３月）

⇒
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２ 富士山ハザードマップの見方

富士山山頂

44

溶岩流が２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が３時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が６時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が１２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が２４時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が７日間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が最終的に到達する可能性がある範囲７

６

５

４

３

２

１

到達予測時間



主要項目 改定の概要

① 考慮対象とする
噴火年代

「3,200年前～現在まで」

→「5,600年前～現在まで」期間を拡大（180回噴火）

② 想定火口範囲（点）
最新の調査結果に基づき、想定火口（計算開始点）

大中小合計44ヶ所→252ヶ所に想定火口点を増加

③ 地 形
メッシュサイズ

より詳細な地形データの反映のため、コンピュータを駆使

分析単位：200mメッシュ→20mメッシュを採用

④ 溶岩流の量 大規模噴火の溶岩噴出量を7億m3→１３億m3に変更

⑤ 降灰可能性マップ 平成16年度版ハザードマップの再掲

∴ 影響関係市町数 ２県１５市町村⇒３県２７市町村に拡大

２．

∴最新の知見・技術に基づくシミュレーションにより、該当エリアにおいて

❶「溶岩流が流れて来る地域」と「流れて来ない地域」
❷「到達時間が早まり、量が増加、広範囲に影響」の明確化

富士山火山ハザードマップ改定のポイント
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（旧） 想定火口範囲図（平成16年版） 【新】 改定後の想定火口範囲図

平成16年版の想定火口範囲との主な変更点は、新たに追加された中規模噴火及
び小規模噴火の火口及び山頂から半径４km以内の全域を想定火口範囲に追加した
ことに伴い、４４か所から２５２ヶ所に想定火口範囲が広がった。

１．

大規模（69）：紫

中規模（91）：赤

小規模（92）：黄

ふたご やまあん も やま

二子山天母山噴出物の火
口

ひらつか

平塚噴出物の火口

がんのあな

雁ノ穴噴出物の火口

きたてんじん

北天神火砕丘の火口

とやづか

塒塚噴出物の火口

大規模：紫

中規模：赤

小規模：黄

噴火の可能性のある『想定火口範囲』
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（旧） 地形メッシュ（平成16年版） 【新】 改定後の地形メッシュサイズ

200mメッシュ
溶岩流

50mメッシュ
火砕流 融雪型火山泥流

20mメッシュ
溶岩流 火砕流

融雪型火山泥流

○ 微地形や道路盛土などの大きな構造物の影響を反映するためには、より詳細な
地形データが必要

○ 平成16年当時に比べ、コンピュータ技術が格段に進歩したことから20mメッシ
ュの地形データを採用

20mメッシュの地形図

【特徴】
谷地形などは

っきりせず大ま
かな地形のみ表
現される

【特徴】
谷地形や尾根など

細かい地形（凹凸）
が表現される

※2つの地形図は「富士山ハザードマップ改定に関する中間報告」による
。

地形メッシュサイズ（20メッシュ）
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24km

14km

⦿市役所

⦿岩波駅

⦿篭坂G．Ｃ

⦿サファリパーク

１３億㎥の溶岩流の量
（10km×10Km×13ｍ）

48

④溶岩流の量（１３億㎥）
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ハザードマップの種類

❶ドリルマップ
❷可能性マップ

49

・ 条件を設定して、大中小38（/252）ヶ所の
個々の火口から溶岩流を流出させた場合の
到達範囲と時間を示した噴火想定地図

・ 大・中・小規模全てのドリルマップを
重ね合わせて、噴火規模に関わらず、
同一の時間区分内で最も遠くまで到達
している地点を結んだ包絡線から作成
したもの（可能性としてどこまで到達するか）



「御殿場市富士山火山防災マップ」の概要

【趣旨】
静岡・山梨・神奈川３県、周辺市町村、火山専門家など６７の機関等で構成される富士山火山防災対策協議会が１７年ぶりに改定・公表した

「富士山噴火の被害を想定したハザードマップ（危険予測地図）」（R3．3．26）に基づき、市独自に「御殿場市富士山火山防災マップ」を作成
（５万部）して市内全世帯に配布し、市民の富士山噴火への備えの参考としていただくもの（令和４年２月２３日『富士山の日』に配布）

【協議会67機関】＝県市町村＋地方気象台、地方整備局、火山専門家、自衛隊など
・県：静岡県、山梨県、神奈川県の３県
・市町村：１４市１０町３村計２７市町村（〇〇新規追加市町）
❶静岡県：静岡市、沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、

清水町、長泉町、小山町（１０）
❷山梨県：富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、身延町、西桂町、富士河口湖町、

忍野村、山中湖村、鳴沢村（１０）
➌神奈川県：相模原市、小田原市、南足柄市、大井町、松田町、山北町、開成町（７）

50

避難対象エリア 第１次 第２次 第３次 第４次 第５次 第６次



○ 大規模溶岩流の噴出量を現行(平成16年版)の約２倍である13億m3に変更したこと及び想定火口範囲の拡
大や地形データの精緻化に伴い、溶岩流の到達可能性範囲が拡大した。

○ 想定火口範囲の拡大などに伴い、市街地などへの溶岩流の到達時間が早くなった。

（旧） 溶岩流の可能性マップ（平成16年版） 【新】 溶岩流の可能性マップ

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一時
間区分内に最も遠くまで到達している地点を結んだ包絡線から作成した。

○大・中・小規模全てのドリルマップを重ねて、規模にかかわらず同一時間区分
内に最も遠くまで到達している地点を結んだ包絡線から作成した。

○また包絡線の中に含まれていても周囲を溶岩流が流下する島状の地域は、周囲
の到達時間が24時間以内の場合そこに一次避難することは不適であると考え
て可能性マップの範囲に含めて塗りつぶし、逆に周囲の到達時間が24時間以
上の地域は除いた。

（注）一度の噴火で、ここに塗られた範囲
の全てに溶岩流の危険が生じるわけで
はない。 （注）一度の噴火で、ここに塗

られた範囲の全てに溶岩流
の危険が生じるわけではな
い。

新旧溶岩流の可能性マップの比較

分水嶺の存在
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溶岩流の流下パターンを区分した想定火口範囲

52

避難対象エリア 第３次 第４次 第５次 第６次



パターンＢ
パターンＡ

パターンＣ
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分水嶺による「溶岩流パターン区分」

Ｌ Ｍ Ｓ 本数計

分水嶺の北
（パターンA）

３
(28,29,30)

３
(32,33,35)

２
(35,36)

８

分水嶺の北・南
に分波

（パターンB）

４
(31,32,33,34)

５
(34,36,37,38,39)

２
(38,39)

１１

分水嶺の南
（パターンC）

４
(35,36,37,38)

７
(40,41,42,43,44

45,46)

８
(40,41,42,43
44,45,46,47)

１９

規模別本数計 １１ １５ １２ ３８/２５２
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★岳南建設

分水嶺

【分水点：桜公園バス停（643.5）】

分水嶺が及ぼす溶岩流への影響は？
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●
Ｌ３３

56



Ｌ33

印野

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｌ33

中畑

原里小前

古沢

萩原北
仁杉

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｌ３３】溶岩流ドリルマップ－最も避難者が発生するケース－
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最も早い「赤塚東側火口（Ｍ４１）」の景況

Ｍ４１

Ｍ４１
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Ｍ41

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｍ41

中畑

原里小前

黄
瀬
川

萩原北

仁杉

高根

御殿場
玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｍ４１】溶岩流ドリルマップ－最も早く流下するケース －

◉印野小
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４．
３ 市内溶岩流到達地域・到達予測時間

溶岩流が２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が３時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が６時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が１２時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が２４時間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が７日間で到達する可能性がある範囲

溶岩流が最終的に到達する可能性がある範囲

溶岩流が最終的に到達する危険性がない範囲

７

６

５

４

３

２

１

到達予測時間

大中小規模に拘わらず

全く溶岩流が流下しない地域

７区／５９区
東山、二の岡、新橋、

湯沢、森之腰、永原、矢崎

60
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避難対象エリア 時間
分水嶺の南側(30)

（ライン２）
分水嶺(5)

（県道２３号）

分水嶺の北側(24)
（ライン１）

第３次
2 時之栖、印野、板妻

3 保土沢、神場

第４次

6
小木原、駒門、中清水、
風穴、大坂、町屋、尾尻

中畑西

12 杉名沢 柴怒田、仁杉、中畑北

24
川柳、永塚、竈、富士見原 中畑南 水土野、上小林、山之尻

中畑東

第５次
２～7
日

北畑、大沢
萩蕪、中山上、中山下
沼田、二子

塚原、古沢、六日市場、清後、
美乃和、北久原、西田中、萩原、
二枚橋、御殿場、東田中、深沢、
茱萸沢上

第６次 最終
川島田
神山、高内

茱萸沢下 栢ノ木、鮎沢

到達の
危険性なし

森之腰、永原、矢崎 新橋
二の岡

湯沢、東山

※１ 区割りについては、溶岩流の流下が少しでも区に含まれる、より早い流下時間に設定
※２ 流下可能性外：７区（東山、二の岡、新橋、湯沢、森之腰、永原、矢崎）

富士山噴火溶岩流５９区エリア区分表
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数字で抑える『富士山ハザードマップ』

❶日本一の高さ（３，７７６ｍ）を誇る富士山は、地下１５ｋｍ～２０ｋｍ付近に「マグマ溜り」あり
❷富士山の噴火は過去（約５，６００年前～）に１７５回（大規模７回）（４％）、中・小規模１６８回（９６％）の噴火あり

⇒ 大規模地震は、８６４年～８６６年の貞観噴火、１７０７年１２月１６日の宝永噴火（宝永南海地震の４９日後噴火）
❸富士山には比較的大きな尾根（１７本）により、溶岩流の流れを１７ラインに区分（山梨・静岡県境起点に時計回り）

⇒ 富士山の噴火の特徴は「割れ目噴火」、１７のいずれかのラインから噴火（小山町～御殿場市ライン１・２）
❹噴火口の数は、現行（Ｈ１６版）の４４か所から、大中小合計２５２ヶ所（大（Ｌ）：６９、中（Ｍ）：９１、小（Ｓ）：９２）に変更

⇒ 「可能性マップ」の作成により、現在２県７市４町３村から、３県１４市１０町３村の広範囲に影響を及ぼす。

❺溶岩流の噴出量は、大規模噴火で現行７億㎥から１３億㎥へ
（１３憶㎥＝１０ｋｍ×１０ｋｍ×１３ｍ）
⇒ 須走浅間神社・御殿場市役所・岩波駅・富士サファリの囲い

❻地形分析メッシュサイズの見直し（微地形・起伏の詳細）
⇒ コンピュータ技術の進歩により、２００ｍから２０ｍメッシュ

∴ 想定火口範囲を拡大、噴出量（約２倍）に変更および地形
データ精緻化に伴い、⦿溶岩流の到達可能性範囲が拡大する

とともに、⦿市街地などへの溶岩流の到達時間早まる。
❼融雪型火山泥流（降雪が噴火の熱で一気に溶け、土や砂
などを巻き込んで流れる現象）
⇒ 富士山年間平均降雪量（５０ｃｍ）が５００℃の熱で融雪した

場合に、御殿場市役所には約１３分で泥流が流下（深水２０ｃｍ）
❽噴石影響範囲は、大規模噴火想定火口から４Ｋｍ、中小２ｋｍ

❾降灰の範囲は、宝永噴火（７億㎥）、過去４５年間の富士山上
空１万ｍの風向風速解析データを月ごとシミュレーションした結
果、降灰量範囲を５０ｃｍ（３０％木造家屋が全壊）、３０ｃｍ（降水
時木造家屋全壊）、１０ｃｍ範囲（降雨時に土石流発生）に区分

❿富士山火山活動の観測・監視体制は、富士山周辺の観測施
設を利用し、２４時間体制で監視カメラ１３ヶ所、地震計３０ヶ所、
その他、傾斜計、ひずみ計、風振計などを設置

20km
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説 明 項 目

Ⅰ 御殿場市の災害「特性と対応」

Ⅱ 富士山火山防災マップの概要

Ⅲ 富士山火山避難計画の概要
（分水嶺に着目した御殿場市の避難の考え方）

（南西からの風雨に弱い地形・分水嶺による影響）
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『富士山火山避難基本計画」策定の背景

富士山噴火に伴う新たな避難方針をまとめた「富士山火山避難基本計画」（R5.3.29）

国、県（静岡・山梨・神奈川３県）、
周辺２７市町村、火山専門家など６７
の機関で構成

富士山火山防災対策協議会

❶ 静岡県：静岡市、沼津市、三島市、富士宮市、
（１０）富士市、御殿場市、裾野市、清水町、

長泉町、小山町

❷ 山梨県：富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、
（１０）延岡町、西桂町、富士河口湖町、忍野村、

山中湖村、鳴沢村

❸ 神奈川県：相模原市、小田原市、南足柄市、
（７）大井町、松田町、山北町、開成町
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『富士山火山避難基本計画」の骨子

65

❶ 富士山噴火警戒レベル
（Ｌ１～５、噴火直後）

❷ 避難対象エリア
（対象エリア第１～６次）

✖

警戒レベル・対象エリア別
基本的な避難要領



『富士山火山避難基本計画」の考え方（アウトライン）

～ 計画改定の基本方針 ～

「いのち（命）」を守る、

「くらし（生活）」も守る！

◆◆◆ 計画策定のポイント ◆◆◆

❶ 基本的な事項を提示。市町村が地域特性を踏まえて作成

❷ 自主的な分散避難の奨励（Ｌ１からＬ３：自家用車使用で避難）

❸ 避難先は、自市町や近隣市町を基本。状況により広域避難

❹ 避難は、原則徒歩で避難。交通渋滞を抑制

❺ 降灰時は、原則屋内に避難。１週間分の必需品を自ら準備
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第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

印野小

印野こども園

高根第2保育園

原里第2保育園

上小林分校

第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

学習支援センター（仮称）

『富士山噴火から命を守る！』

●西中学校

●御殿場中学校

分水嶺

67

高根中学校

高根小学校



⇒ 御殿場市の対象エリア：第３～６次
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（最長５７日）



噴火警戒レベルにおける火山活動と対応
69
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⇒ 御殿場市の対象エリア：第３～６次

※ 上記は、標準的な対応を示したものであり、各市町村が地域特性を考慮した上で、避難準備や移動手段を選択し、それぞれの計画とすることを想定している。
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（２～７日）



噴火当日の状況分析によるリアルタイムハザードマップ（ＲＴＨＭ）
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避難対象
エリア

第１次 第２次 第３次 第４次 第５次 第６次

避難者の
属性

観光客等
（登山者を含む。）

観光客等
要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

レベル１ 平 時（活火山であることに留意）

解説情報
（臨時）

帰 宅
（登山者は下山）

帰 宅

情報収集

レベル３

避難
準備

情報収集

園児・児童・生徒の引き渡し

レベル４
避難
開始

避難準備 情報収集

レベル５ 避難準備
情報
収集

避難
準備

情報
収集

噴火直後
避難開始

（対象パターンで
必要な範囲）

避難準備

噴火状況
判明後

避難開始
（リアルタイムハザードマップで

必要な範囲）

溶岩流の流下に伴う避難対象エリア別避難等開始基準（いつ）
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溶岩流の流下パターンによる避難の考え方（案）
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分水嶺

『パターン北』に対する避難行動『Ａ号』

避難行動 『Ａ号』

御殿場
35,287

富士岡
16,075

原 里
15,972

玉 穂
8,625印 野

1,919

高 根
4,534

御殿場市人口（Ｒ５．．５．１）

７区

17,664
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Ｌ33

印野

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｌ33

中畑

原里小前

古沢

萩原北
仁杉

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｌ３３】溶岩流ドリルマップ－最多も避難者が発生するケース－

76



分水嶺

『パターン中（L31・32）』に対する避難行動『Ｂ号』

箱根町

小山町

裾野市

『パターン中』に対する避難行動『Ｂ号』

御殿場
35,287

富士岡
16,075

原 里
15,972

玉 穂
8,625印 野

1,919

高 根
4,534

御殿場市人口（Ｒ５．．５．１）

７区

17,664
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分水嶺

『パターン南』に対する避難行動『Ｃ号』

避難行動 『Ｃ号』

小山方面

裾野方面

御殿場
35,287

富士岡
16,075

原 里
15,972

玉 穂
8,625印 野

1,919

高 根
4,534

御殿場市人口（Ｒ５．．５．１）

７区

17,664
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御殿場高校

御殿場小学校南中学校

御殿場南高校

御殿場
支 部

ＹＭＣＡ東山荘

東小学校

二の岡コミセン

愛郷報徳会館

鮎沢公民館

御殿場南小学校

御殿場市
災害対策本部

本部室付班

本部避難所
支援班

原
里

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

玉
穂

派
遣
Ｇ
Ｐ
(3人)

印
野

派
遣
Ｇ
Ｐ
(2人)

高
根

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

高 根
支 部

玉 穂
支 部

富士岡
支 部

原 里
支 部

印 野
支 部

竈幼稚園

富士岡小学校

富士岡中学校

神山小学校

駒門地区児童
厚生体育施設

原里小学校

原里中学校

森之腰幼稚園

原里西幼稚園

朝日小学校

印野小学校

高根小学校

高根第２保育園

御殿場農協本店

玉穂第１保育園

玉穂小学校

③

④
⑤

⑥

富
士
岡

派
遣
Ｇ
Ｐ

(5人)

②

管理全般

：指示・報告
：支援
：連携

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

御殿場市指定避難所（２８ヶ所）
中畑西コミセン

御
殿
場

派
遣
Ｇ
Ｐ

(7人)

①

神山生涯学習
センター

80



御殿場市指定避難所
（ホテルなどへの避難含む。）

81

❶分水嶺の北に位置する避難所

➌分水嶺の南に位置する避難所

❷流下範囲外に位置する避難所



溶岩流の流下パターン別影響範囲
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溶岩流と歩く人の速度の比較

自転車

83

富士山：約４ｋｍ以下



溶岩流と人・自動車の速度の比較

自転車

84

富士山：約４ｋｍ以下
溶岩流

土石流

火災流

時速１km（まれに時速数10kmの場合もあり）

時速１km時速１km

時速30km～40km

時速60km

歩く人

自動車

新幹線 時速270km

時速100～300km



溶岩流の流下方向に対して直交方向への避難イメージ

市街地のように傾斜が緩や
かになると流下速度が低下
する。溶岩流速度は徒歩より
遅くなる。

流下方向に対して直交方向
に避難することで安全確保が
可能でありかつ避難距離も短
くなる。

このため徒歩での移動は数
百mから数㎞程度となる。

↓
徒歩でも避難可能

溶岩流からの車両避難は車
両集中や降灰が生じ走行不
能による
渋滞が発生する可能性が大

避難行動要支援者の逃げ遅
れや救援車両の進出の遅れ
が発生 → 命の危険
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原則は『直交方向への徒歩避難』

徒歩を組み込んだ避難体制
徒歩による避難先は、一時的
に安全確保が可能な避難所・
避難場所（一時終結地）であり、
それ以降避難が拡大する必要
がある場合には、市や県が手
配した車両により指定する避難
所へ移動する。

溶岩流からの避難は遠方に
避難することが必ずしも効果
的とは言えず、むしろ近隣に
避難場所を確保することで住
民の負担軽減や徒歩移動に
よる渋滞抑制により地域全体
の円滑な避難が可能

一般住民は原則徒歩移動

「いのち（命）」を守る、「くらし（生活）」も守る！

「火山現象の到達時間>避難完了時間となるよう地域の特性に応じて、移動手段を設定
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分水嶺を活用した市内避難の考え方
小山町方面

裾野市方面

御殿場

印
野

原里

玉
穂

87

デルタ地域



溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番号 有無

1 御殿場 小宮山富雄 植松行男 44 1196 2739 37 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 2 ⑰⑱ ○

2 深　沢 村上直美 伴野和彦 12 458 1167 18 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 4 ⑰⑱⑲㉑ ○

3 東　山 渡邉信之 鈴木幸雄 10 784 1548 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇

4 東田中 長田祥信 杉山勝彦 29 1410 3150 22 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

5 二の岡 山﨑比呂雄 中村仁明 27 1858 3833 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇

6 鮎　沢 渡邉美智輝 関塚仁一 6 737 1602 10 1 1 ㉛ 0 0 0 0 2 ⑲㉑ 〇

7 新　橋 江藤建夫 後藤日出広 12 3443 6887 56 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

8 湯　沢 山口正義 杉山和夫 6 126 265 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

9 萩　原 谷上　廣 外山早苗 9 1654 3484 23 7 4 ㉚㉛㉜㉝ 3 ㉟㊱㊲ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

10 二枚橋 内村和眞 滝口盛治 17 898 2081 9 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

11 西田中 勝又知久 勝又晴久 19 1039 2567 15 6 4 ㉙㉚㉛㉝ 2 ㉟㊱ 0 0 3 ⑰⑱⑲ 〇

12 北久原 田代吉久 関口政之 6 818 2074 17 7 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 2 ㉟㊱ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

13 仁　杉 伊倉富一 伊倉幸夫 6 221 614 5 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0 0 4 ⑰⑱⑲㉑ ○

14 栢ノ木 横山昌宏 曽我和彦 13 433 1153 16 5 3 ㉙㉛㉝ 2 ㉟㊱ 0 0 0 0 ○

15 永　原 澤田大作 鈴木清治 4 927 2123 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇

220 16,002 35,287 302 57 40 17 0 23

御殿場

世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

一連 地 区 区 防災会長 防災部長 組　数 区民数

融雪型

溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（御殿場地区）



御殿場地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①御殿場 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

②深 沢 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ ＹＭＣＡ東山荘

③東田中 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 富士見公園

④鮎 沢 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 鮎沢公民館

⑤萩 原 ７ Ｍ３５ Ｌ３１ 中央公園⇒南中

⑥二枚橋 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場小

⑦西田中 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御高、東小、御小

⑧北久原 ８ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場中

⑨仁 杉 １０ Ｍ３５ Ｍ３５ 市体育館

⑩栢ノ木 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高
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溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（富士岡地区）

90

溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番　号 有無

16 竈 杉山昌隆 杉山重治 29 1035 2397 23 14 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 1 ㊸ 1 ㉒ 〇

17 萩　蕪 勝間田正司 勝間田実 2 147 326 5 4 3 ㉜㉝㉞ 1 ㊳ 0 0 1 ㉒ 〇

18 沼　田 鈴木　勉 根上東 4 109 288 8 2 1 ㉞ 1 ㊳ 0 0 0 0 〇

19 二　子 髙橋鉄也 土屋行彦 5 146 403 4 3 1 ㉞ 2 ㊳㊷ 0 0 0 0 〇

20 中山上 小澤　勤 佐藤詔始 6 265 552 10 5 3 ㉜㉝㉞ 2 ㊳㊷ 0 0 0 0 〇

21 中山下 土屋廣実 土屋克己 27 923 2032 12 16 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻ 0 0 0 0 〇

22 風 穴 小澤昭司 杉山智博 4 66 175 10 18 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹ 1 ㉔ 〇

23 中清水 吉田由夫 野田和男 9 342 805 10 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺ 1 ㉔ 〇

24 駒 門 小澤徳也 持田幸雄 13 267 718 5 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺ 1 ㉔ 〇

25 大　坂 齊藤忠明 勝又正人 42 1168 2570 16 17 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹ 1 ㉔ 〇

26 町　屋 棟田千秋 土屋壮一 31 705 1807 23 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹ 1 ㉔ 〇

27 高　内 小松隆男 坂本登志雄 9 190 468 5 5 4 ㉜㉝㉞㉟ 1 ㊷ 0 0 0 0 〇

28 尾　尻 塩川　満 内山　健 7 242 562 3 15 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹ 0 0 〇

29 神　山 勝又勝美 鎌野健二 22 559 1662 7 4 3 ㉝㉞㉟ 1 ㊷ 0 0 0 0 〇

30 富士見原 鈴木昭男 白石芳久 20 453 1311 5 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻ 1 ㊹ 1 ㉔ 〇

230 6,617 16,076 146 173 82 81 10 8

富士岡

世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

一連 地 区 区 防災会長 防災部長 組　数 区民数

融雪型



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

① 竈 １４ Ｍ４１ Ｌ３４
竈幼稚園
富士岡小

②萩 蕪 ４ Ｍ３８ Ｌ３４ 富士岡小

③沼 田 ２ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

④二 子 ３ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡中

⑤中山上 ５ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

⑥中山下 １６ Ｍ４２ Ｌ３４ 富士岡中

⑦風 穴 １８ Ｍ４３ Ｌ３６ 富士岡中

⑧中清水 １９ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡小
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

⑨駒 門 １９ Ｌ３６ Ｌ３２ 富士岡小

⑩大 坂 １７ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡中

⑪町 屋 １６ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑫高 内 ５ Ｌ３４ Ｌ３４ 神山小

⑬尾 尻 １５ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑭神 山 ４ Ｌ３５ Ｌ３４ 神山小

⑮富士見原 １６ Ｍ４４ Ｌ３５ 神山小
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（原里地区）
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溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番　号 有無

31 川島田 長田光男 芹沢信吾 9 1463 3193 50 1 1 ㉛ 0 0 0 0 0 0 ○

32 森之腰 斉藤義光 那須野孝之 7 1364 2772 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 〇

33 杉名沢 小野喜勝 根上武久 9 418 1165 6 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸ 1 ㉒ 〇

34 神　場 勝亦敏文 勝亦俊光 9 336 851 6 24 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺ 2 ㉒㉔ 〇

35 板　妻 長田実之 長田忠臣 24 888 2022 12 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺ 2 ㉒㉔ 〇

36 保土沢 杉山幸男 勝又春美 22 819 1942 24 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸ 4 ㉑㉒㉓㉔ 〇

37 永　塚 勝又和久 米山政三 6 282 663 8 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴ 3 ㉑㉒㉓ 〇

38 北　畑 勝間田茂 勝間田靖久 11 691 1920 17 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴ 0 0 3 ㉑㉒㉓ 〇

39 大　沢 渡辺政明 勝又保彦 6 505 1208 18 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴ 0 0 3 ㉑㉒㉓ 〇

40 矢　崎 永島剛彦 石井健史 1 76 236 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

104 6,842 15,972 163 106 45 42 19 18

一連 地 区 区 防災会長 防災部長 組　数 区民数世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

原 里

融雪型



原里地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①川島田 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 森之腰公民館

②杉名沢 １５ Ｍ４１ Ｌ３４ 朝日小

③神 場 ２４ Ｍ４３ Ｌ３６ 朝日小

④板 妻 ２３ Ｍ４２ Ｌ３６ 原里中

⑤保土沢 １７ Ｍ４１ Ｌ３４ 原里小

⑥永 塚 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 市体育館

⑦北 畑 ８ Ｌ３４ Ｌ３１ 市体育館

⑧大 沢 ８ Ｌ３２ Ｌ３１ 朝日小
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（玉穂地区）
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溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番　号 有無

41 茱萸沢下 芹澤照男 芹澤　巧 12 773 1789 12 1 1 ㉛ 0 0 0 0 0 0 〇

42 茱萸沢上 芹澤照平 芹澤将之 12 675 1519 12 8 5 ㉚㉛㉜㉝㉞ 3 ㉟㊱㊲ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

43 中畑東 勝又利郎 髙橋千浩 13 573 1344 29 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0 0 2 ⑲㉑ 〇

44 中畑北 長田克彦 勝又浩志 9 140 323 1 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0 0 3 ⑲㉑㉒ 〇

45 中畑南 勝又辰身 松元貴志 28 875 2240 14 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 0 0 1 ㉒ 〇

46 中畑西 岩田慶一 藤原　康 13 564 1230 15 13 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 3 ㊳㊴㊵ 4 ⑲㉑㉒㉓ 〇

47 川　柳 高村道也 高村佳和 4 68 180 1 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴ 3 ㉑㉒㉓ 〇

91 3,668 8,625 84 62 33 25 4 15

一連 地 区 区 防災会長 防災部長 組　数 区民数世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

玉 穂

融雪型



玉穂地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①茱萸沢下 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂第１保育園

②茱萸沢上 ８ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂小

③中畑東 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 玉穂小

④中畑北 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 西中

⑤中畑南 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

⑥中畑西 １２ Ｍ３８ Ｌ３１ 西中

⑦川 柳 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（印野地区）
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溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番　号 有無

48 小木原 勝又和善 鈴木道則 4 113 271 1 16 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 7 ㊱㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸ 3 ㉑㉒㉓ 〇

49 時之栖 池谷　昇 名取義信 18 430 1163 8 16 6 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸ 3 ㉒㉓㉔ 〇

50 印　野 石田智一 鈴木英明 5 156 485 5 15 3 ㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊸㊹㊺㊻㊼ 1 ㉔ 〇

印 野

世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

組　数 区民数

融雪型

一連 地 区 区 防災会長 防災部長



印野地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリルマッ
プ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①小木原 １６ Ｍ４１ Ｌ３４
樹空の森

西中

②時之栖 １６ Ｍ４１ Ｍ４１
樹空の森

西中

③印 野 １６ Ｌ３６ Ｍ４２ 西中
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



溶岩流・融雪型火山泥流・降灰等の影響（高根地区）
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溶岩流 降 灰

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号 数 番　号 有無

51 塚 原 山下歳夫 高田哲夫 9 296 793 1 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱ 0 0 1 ⑱ 〇

52 六日市場 青木正志 杉山正幸 4 131 303 5 4 3 ㉙㉚㉛ 1 ㉟ 0 0 1 ⑱ 〇

53 美乃和 小林清則 田代欣三 3 234 673 4 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 1 ⑱ 〇

54 清 後 武藤重吉 土屋元幸 5 142 398 1 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟ 0 0 2 ⑰⑱ 〇

55 山之尻 滝口　悟 富樫明彦 6 287 725 2 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱ 0 0 2 ⑰⑱ 〇

56 柴怒田 勝又三男 瀬戸三成 5 93 290 5 6 4 ㉙㉚㉛㉜ 2 ㉟㊱ 0 0 2 ⑰⑱ 〇

57 上小林 勝又良治 飯濱敏 8 213 508 1 8 4 ㉘㉙㉚㉛ 4 ㉝㉞㉟㊱ 0 0 0 0 〇

58 水土野 林　啓二 杉山晴仁 1 43 108 1 7 4 ㉙㉚㉛㉜ 3 ㉞㉟㊱ 0 0 0 0 〇

59 古 沢 齊藤雄一 高村　繁 11 242 735 15 5 3 ㉘㉙㉛ 2 ㉝㉞ 0 0 0 0 〇

52 1,681 4,533 35 51 33 18 0 0 9 0 0

一連 地 区 区 防災会長 防災部長 組　数 区民数世帯数

L M S避難行動
要支援者数
（個別計画）

高 根

融雪型



高根地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリルマッ
プ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①塚 原 ５ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根中

②六日市場 ４ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根小

③美乃和 ５ Ｍ３５ Ｌ３３ 高根小

④清 後 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 高根小

⑤山之尻 ５ Ｍ３５ Ｍ３５ 高根中

⑥柴怒田 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 市体育館

⑦上小林 ８ Ｌ３０ Ｌ３１ 高根中

⑧水土野 ７ Ｍ３５ Ｌ２９ 市体育館

⑨古 沢 ５ Ｌ２８ Ｌ２９ 高根小
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第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
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第６次
避難対象エリア

凡例：



流下パターンＡ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＡ 第５次・第６次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＢ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＢ 第４次・第５次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＣ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＣ 第５次・第６次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＡ 第５次・第６次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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萩原区富士山火山避難計画（第５次避難対象エリア）作成中
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Ｌ３０
萩原区富士山火山避難計画（第５次避難対象エリア）
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中央公園

萩原区住民

南中学校



４ 広域避難先の見直し（市内⇒近隣市町⇒広域市町）

110



御殿場市と近隣市町の相互支援

御殿場市

裾野市

小山町

駿東二市一町災害対策協議会

富士市

富士宮市

４市１町富士山ネットワーク会議

箱根町

災害時等の相互応援に関する協定
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噴火に伴う降灰の影響

112



降灰の可能性のある範囲
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火山灰の正体は、こんなやつ！！
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噴火（降灰等）に伴う人体等への影響
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降灰が及ぼすライフラインへの影響（その１）

ライフ
ライン

火山灰の影響

道 路

●1ミリ以上積もると時速30キロ程度、5センチ積もると時速10キロ程度まで落ちる
としている。10センチ以上で通行できなくなる。3センチ程度の灰でも、雨が降っ
た状態では通行できなくなるとしている。

平成23年の宮崎県の新燃岳の噴火では、数ミリから数センチの火山灰が積もり車
がスリップするなどして交通事故が相次いだ。

鉄 道

●レールが火山灰に覆われ電気で制御されている列車の運行システムなどに障害が
おきるおそれがあり、0.5ミリ積もると運行できなくなるとしている。

鹿児島では桜島の火山灰の影響で、鉄道の運行がたびたび止まっている。

航空機

●エンジンが火山灰を吸い込むと止まるおそれがあり、火山周辺や噴煙が到達する
空域で飛行できなくなる。
●空港の滑走路でも0.2ミリの灰が積もると目印などが見えづらくなり灰を取り除
くまで使えなくなる可能性があるとしている。

火山灰による空港の封鎖はインドネシアなどでたびたび起きているほか、国内で
も航空機の欠航や遅延などの影響が出たことがある。また、海外では火山灰の影響
で航空機のエンジンが一時停止するトラブルが発生したこともある。

電 力

●送電施設に3ミリ以上の灰が積もり、さらに雨が降ると、ショートするなどして
広範囲が停電するおそれがある。

平成28年の熊本県の阿蘇山の噴火では広範囲で火山灰が積もりおよそ2万7000戸
で停電が発生した。
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ライフ
ライン

火山灰の影響

水 道

●2ミリ以上の火山灰が積もると、一部の浄水場は稼働できなくなり、水の供給に
影響が出るおそれがあるとしている。

平成30年3月新燃岳の火山活動では、宮崎県内の浄水場で一部が火山灰を避ける
ためにシートで覆われるなど、実際に対策がとられた。

下水道
●2ミリ以上の灰が積もり、さらに雨が降ると、ところによっては下水管が詰まる
などして下水があふれるおそれがあるとしている。平成23年新燃岳の噴火では、一
部で下水があふれるなどの影響も出ている。

建 物

●7センチから8センチの灰が積もると、体育館のような屋根の大きな建物で損傷し
たり倒壊したりするおそれがある。4センチから5センチでも雨が降った場合は重み
を増し同じ被害が出るとしている。10センチの灰が積もると1平方メートル当たり
の重さはおよそ100キロとなり、古い建物などで被害が発生、50センチ以上積もる
と新しい建物でも被害が出るおそれがある。

平成23年新燃岳の噴火では数センチの灰が積もった地域で屋根の雨どいなどが壊
れる被害があったほか、10センチ積もった地域の牧場の建物が全壊するなどの被害
が出ている。

人体への
影響

●火山灰の粒子が細かいと、ぜんそく患者など肺に疾患がある人は、症状が悪化す
るなどの影響が出る。健康な人でも長い時間火山灰にさらされると目や鼻に異常を
感じ、深い呼吸をするとのどや気管支などに影響が出る恐れがあるとしている。

新燃岳の周辺などでは、火山灰によって肺に疾患がある人が症状が悪化するなど
の影響がたびたび出ている。

降灰が及ぼすライフラインへの影響（その２）
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気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋

火山灰による被害 その１
118



火山灰による被害 その１
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降灰の分布

121

降灰が関東圏全域に及ぼす影響



火山監視・警報体制と支援態勢
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１１１（/世界約1,500)の活火山のうち、火山噴火予知連絡会が選定した５０火山を常時観測
火山として気象庁が２４時間監視を実施

気象庁では、火山活動の状況に応じて、警戒が必要な範囲と防災機関や住民等のとるべ
き防災対応を「噴火警戒レベル」をもって発表

活火山：過去約１万年以内に噴火した火山
現在活発な噴気活動のある火山

123

火山列島『日本』（活火山分布）
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気象庁における火山の監視・観測

124ＧＮＳＳ：衛星測位システム



○ 気象庁は噴火の前兆を捉えて噴火警報などを的確に発表するため、富士山周辺の観
測施設を利用し、火山活動を24時間体制で監視しています。

１．

■：地震計 ★：監視カメラ

◆：GNSS▲：傾斜計
（注）写真は観測孔に埋設する前の傾

斜計センサー

□：空振計

（富士山の火山活動解説資料（令和３年１月、気象庁）より）

富士山周辺の火山観測施設の分布図
火山観測機器
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気象庁における火山の監視・観測



災
害
対
策
本
部

各報道機関

（新聞 テレビ ラジオ）

同報無線
ホームページ

ＳＮＳ
ほっとメール

市
民
・観
光
客

等

国・県等の
行政機関

ライフラインに
関連する
事業者

報道機関等

情報収集から発信までの流れ

自主防災会
市民等

❶ 情報収集 ⇒ ❷ 整理・編集・確認 ⇒ ❸発信（同報無線・エフエム御殿場）

コミュニティFM
臨時災害放送局

（86.3MHz）

記者発表・会見

市民広報・報道対応
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国が主体となり実施すべき事項
（溶岩流・降灰状況に応ずる支援経路の選択）

❶ 迅速な情報収集体制

❹ 避難に必要なルートの確保

❸ 緊急避難場所の確保

❼降灰除去の活動

❺避難者生活支援

緊急（非常）災害対策本部・現地対策本部の設置

❻災害医療支援の実施❷ 人命救助支援ための
部隊派遣
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噴火前・後に実施すべき救援活動
（2000年有珠山噴火時の活動を一部参考）

迅速かつ的確に実施すべき政府・各官庁の救援活動
（本部長・政府調査団の派遣、合同会議の開催など）

内閣府政策統括官（防災担当）

❶Ｌ３：火山災害現地連絡室
❷Ｌ４：政府現地災害対策室
❸噴火時：現地対策本部の設置
（長：内閣府副大臣又は政務官）

国土交通省

❶噴火による大規模な降灰などの対応
（融雪型火山泥流、降灰後土石流）

❷緊急的なハード・ソフト対策
リアルタイムハザードマップの提供

❸緊急災害対策派遣隊による支援

厚生労働省

❶災害救助費の国庫負担（災害
救助法の適用により、避難所の設
置、応急仮設住宅の供与、炊き出
しによる食料の供与など）
❷災害援護資金の原資の貸付

防衛省（統合幕僚監部）

❶県知事からの災害派遣の要請受け
❷住民避難、給食・給水、避難住民

の短時間・一時帰宅等支援の実施
❸富士山（溶岩流🈮・降灰などの）

観測・監視の実施

警察庁

❶非常災害警備本部の設置

❷住民の避難誘導、避難拒否者の説得
活動、災害対策基本法に基づく交通規
制による緊急交通路の確保等
❸警戒活動、困りごと相談等

気象庁（地震火山部）

❶Ｌ３・４：監視・観測体制の強化
火山監視・警報センター（東京）

❷協議会構成機関に対する火山活動
状況の迅速な提供・開設

❸富士山における火山観測点の配置

消防庁

❶緊急消防救助隊の派遣
❷県内消防機関による応急活動
❸住民への避難情報伝達の実施
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コンゴ民主共和国・ニーラコンゴ山噴火（R3,5.22）

・１５名死亡
・１７０名行方不明

約３万人が避難
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究極の富士山噴火への対応 ５段活用

１「避ける」－溶岩流の流れるエリアは、避ける！

２「逃げる」－溶岩流が来たら、逃げる！

３「祈る」－冨士山・浅間神社に、祈る！

４「耐える」－降灰が来たら、耐える！

５「諦める」－家が溶岩流に埋まったら、諦める！

生 死
130

災害に対する覚悟



日本経済新聞『地域の風』（１０／５付）
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【御殿場市ＨＰによる資料入手・防災ＤＸ】
『御殿場市富士山火山避難計画の概要』〖ＰＤＦ〗

若しくは 【ＰＣ検索】御殿場市役所杉本嘉章

Ｑ＆Ａ
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